
 第２０回経営推進会議報告 
日 時 １月２０日 ９時３０分～１１時３０分 
場 所 ４－１会議室 
出席者 １６人 

 
１ 常光寺小学校跡地活用提案競技の結果について 

企画財政局長から資料に基づき報告。 

→質疑なし 

 

２ 尼崎市障害者計画及び障害福祉計画（第２期）（素案）について 
健康福祉局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

  ・計画期間に平成２１年度を含むのはなぜか。また、この計画は、障害者基本法に基づく市町

村の計画か。議会に報告しなくて良いのか。 

  →障害福祉計画は３年ごとの計画であり、第１期の計画が平成１８年度から平成２０年度まで

となっている。障害者計画は、障害者福祉を取り巻く環境が大きく変遷していく渦中にあっ

たことから、計画の改定を行わず、現計画を延長してきたところであるが、尼崎市社会保障

審議会障害者福祉等専門分科会委員から障害者福祉計画と一体的に策定する方が良いとの意

見があり、計画上は連続性を持たせるようにしている。また、全国的に期間が同じなので、

それに合わせている。基本的な考え方は、国の障害者基本法に基づくものである。議会への

報告については、今確認できていない。 

  ・尼崎市人権教育・啓発推進基本計画では、障害という表現について、特定のもの以外は害を

ひらがなにしている。同時期に出ていく計画なので、表記のすり合わせが必要ではないか。 

  →この件に関しては、議論があり、様々な意見等がある中で、本計画では、漢字で表記するこ

とし、計画の冒頭に、その旨を記載している。 

地域福祉計画は障がいで書いており、統一しないといけないという見解ははっきりとしてい

ない。国は漢字を使っている。 

  ・民間建築物のバリアフリー化とあるが、民間に限定しているのは意味があるのか。 

  →公共施設は基本的には、兵庫県の福祉まちづくり条例等でバリアフリー化に努めていかなけ

ればならない。民間建築物については、バリアフリーを指導、要請をしているため、このよ

うな表記にした。 

 

３ 尼崎市食育推進計画（素案）について 
医務監から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

  ・尼崎市食育推進計画（素案）概要版には本編のページ数が入っているが、尼崎市障害者計画

及び障害福祉計画（第２期）（素案）概要版には入っていないので、そろえた方が良い。 

   評価指標の項目の中で朝食を欠食する人の割合が減少しているとあるが、朝食の質は問うて

いないのか。お菓子でも良いのか。 

  →アンケートでは食事の内容は問うていない。 



４ 尼崎市次世代育成支援対策推進行動計画（後期計画）の素案について  
こども青少年局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・本計画は法に基づくものであり、また、条例にも基づいているので、部門別計画としての位

置付けは必要ない。 

・本日、３つの計画が出ており、目標値等を定めて進めていく。一方、今ある事業も見直して

いかないといけない。これらの計画の施策が行財政構造改革推進プランの取組などで、実施

できずに後退せざるを得ないことはないか、整合がとれているか心配である。今の財政状況

の中で、目標達成が大丈夫かという気持ちが生まれないか。 

→気になるところではある。現行の計画とは、すり合わせはできている。プランの具体的な次

の取組は次年度になるが、踏み込まざるを得ない状況は出てくるかと思う。具体的な内容に

ついては、何とも申し上げることはできない。事業の廃止まで踏み込まないと構造改善はで

きないが、見直しと並行して計画を担保していかなくてはならない。 

・現時点での計画を全部実施できるかどうかは、財政状況では難しくなるかもしれない。 

→プランは早い時期からの取組が必要だと考えている。 

・計画に挙げたから、何が何でも５年間でやっていくということではない。財政状況からでき

なくなる事業もあると思う。 

・数値目標について、考え方をしっかり持っておかないといけない。 

 

５ 新規場外舟券発売場（ミニボートピア）での舟券発売について 
産業経済局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

  ・場外舟券発売場の設置場所は、郊外なのか、街中にあるのか。 

  →幹線道路に面したショッピング街にある。 

  ・なぜ、鳥取市なのか。 

  →事業者が場所を探し、鳥取市に良い場所があったので、協議した結果、鳥取市が合意したも

のである。 

 
６ 水道・工事用水道ビジョンあまがさき（案）について 

水道事業管理者から資料に基づき報告。 

  →質疑なし 

 
７ その他 
 都市整備局長からフェニックス埋立地（東海岸町地先）の町名選考結果について、資料に基

づき以下のとおり報告。 

・町名数としては６９３作品の応募があり、選考の結果、甲賀市の男性会社員からの応募作

品に決定した。応募では、船出町という作品であったが、尼崎市の新しい出発をイメージ

しやすいことから町はつけず、町名は船出に決定した。 

 

以 上 


